
2025 6/5 （木・Thursday）
11:00 ー 18:30

会場 : EXPO ホール（シャインハット）
Venue: EXPO Hall (Shining Hat)

世界自然遺産５地域会議主催

大阪・関西万博参加プログラム　万博テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン

Children’s essays,
large-scale nature footage, 
talks, classical 
entertainment, international 
symposiums, and 
panel displays . . . 
From each perspective, 
stories created by 
the resonance between 
humans and living things 
(animals, birds and insects) 
will be unearthed and 
Presented as our 
“nature-centered culture”.

　共催：イベント学会、一般財団法人 地球産業文化研究所
後援：環境省、林野庁
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世界自然遺産５地域会議  https://www.yakushima.or.jp/heritage/　

事務局：（公財）屋久島環境文化財団　TEL 0997-42-2900

人類共通のかけがいのない財産として、
将来の世代に引き継いでいくべき宝物

「千の自然 千の時間」は
私たちと世界自然遺産 5 地域

Youtube 配信されます。
日本から世界から

ご視聴おねがいします。
https://youtube.com/live/

mR4VRR3yf4E?feature=share

西村 明 Akira Nishimura

東京大学大学院人文社会系研究科・文学部教授。
近現代日本社会における宗教や死者の存在、そこから派生して
環境や地域文化にも焦点をあてた研究を行う。近年では日本の
南西諸島も含めた太平洋諸島・東南アジア島嶼域にも関心を寄
せている。

小野寺 浩 Hiroshi Onodera

公益財団法人屋久島環境文化財団 理事長。
1973 年環境省（当時環境庁）に入庁。自然環境局長などを歴任。
自然再生法、外来種法の新規立法や自然公園法の改正などに多
数従事。屋久島や奄美群島を世界自然遺産登録へと導いた。
現在、世界自然遺産５地域会議代表を務める。

ラマン・スクマール Sukumar Raman

生態学者・インド科学研究所生態学センター名誉教授。
2006 年（第 14 回）コスモス国際賞受賞者。象の生態学的、動
物行動学的な研究成果を踏まえて、象と人間との共存のための
多くの手法を開発。アジア各国の数多くの野生生物保護プログ
ラムに関わる。

カレン・B・ストライア Karen B Strier

ウイスコンシン州立大学教授。南米大陸の霊長類研究の権威。
ブラジル東部のムリキ（クモザルの一種）に焦点を当て、霊長類
種の生息地が縮小し重複するなかで、種間の行動の変化や個体
群の存続可能性について研究。著書に「霊長類の行動生態学」
などがある。ブラジルに研究室を持つ。

村田良介 Ryosuke Murata

公益財団法人知床財団理事長。知床博物館学芸員、斜里町環境
保全課長、教育長などを経て現職。環境保全課長時代に知床の
世界自然遺産登録や「しれとこ 100 平方メートル運動」を担当。
かつての専門は考古学だが知床の海と沢と山をこよなく愛す。

川上和人 Kazuto Kawakami

森林総合研究所 北海道支所地域研究監、鳥類学者、農学博士。
NHK ラジオ子ども科学電話相談回答者。小笠原諸島に生息す
る鳥類の進化と保全に関する研究が専門。著書に「鳥類学者だ
からって、鳥が好きだと思うなよ。」など。

 A Thousand  Natures, A Thousand Times
- Us and the 5 World Natural Heritage Regions- 

子どもたちの作文、
大型自然映像、トーク、
芸能パフォーマンス、
国際シンポジウム、
パネル展示。
それぞれの視点から
人と生きものとが響き合ってきた
共生と循環の物語を掘り起こし、
私たちの「環境文化」として
示します。

Hosted and Organized by the Conference of 5 Regions with World Natural Heritage Sites

総合司会
有働 由美子 Yumiko Udo
アナウンサー、ジャーナリスト
東京大学総合防災情報研究センター客員研究員
NHK 時代「サンデースポーツ」「あさイチ」な
どの番組を担当。退社後「news zero」（日本テ
レビ）メインキャスター、現在は「有働 Times」
( テレビ朝日 ) にてニュースを届けている。

国際シンポジウム・コーディネーター
山極 壽一 Juichi Yamagiwa
人類学・霊長類学者
総合地球環境学研究所長、
京都大学名誉教授
屋久島で野生ニホンザル、アフリカ各地で野
生ゴリラの社会生態学的研究に従事。2025
年大阪・関西万博シニアアドバイザーを務める。

沖縄・大型映像とトーク
仲間 由紀恵 Yukie Nakama
俳優・沖縄県世界自然遺産大使。
沖縄美ら海水族館名誉館長も経験。
沖縄県出身。95 年ドラマデビュー。
以後、テレビ、映画、CM などで幅広く活躍。

白神山地・大型映像とトーク
南 圭介 Keisuke Minami
俳優・白神山地魅力発信アンバサダー。
世界遺産検定マイスターの知見を活か
し、「朝だ！生です旅サラダ」海外リポー
ターなどで活躍中。

●主な登壇者プロフィール

多目的室 2 Treasures that should be passed down to future 
generations as irreplaceable assets

 shared by all humankind

EXPO ホール（シャインハット）

多目的室 1

屋久島財団　Youtube アカウントページ
ライブタグからもご覧いただけます。



千の自然・千の時間 
私たちと世界自然遺産５地域

11:00
   ～
12:00

世界自然遺産と私たち
みつけた！自然のふしぎ・自然と暮らす楽しみ
遺産地域に住む子ども作文コンクール
代表作品発表と授賞式

【白神山地】藤琴豊作踊り（志茂若郷土芸術会）
【小笠原諸島】弾き語り（okei ＋松永希、渋谷正昭）
【屋久島】楠川盆踊り（楠川盆踊り保存会）
【奄美大島・徳之島】島唄・八月踊り（里朋樹＋関西奄美会）

芸能パフォーマンス

日本の世界自然遺産
『千の自然・千の時間』に出会う❷

14:45
   ～
16:20

●登壇者
山極壽一 （座長／人類学・霊長類学者）
有働由美子（総合司会／ジャーナリスト）
小野寺 浩 （公益財団法人 屋久島環境文化財団理事長）
西村 明（宗教学・文化資源学者）
ラマン・スクマール（生態学者、インド）
カレン・B・ストライア（人類学者、南アメリカ）

国際シンポジウム
「世界自然遺産を引き継ぎ、活かす・共生と循環の理念」

日本の世界自然遺産
『千の自然・千の時間』を未来へ

16:30
   
18:00

振り返りと５地域から国内外へのメッセージ発表
クロージング18:00

   ～
18:30

【知床】村田良介（知床財団理事長）
【白神山地】 南 圭介（俳優、白神山地魅力発信アンバサダー）
  佐々木文明（藤里町長）、櫻田 宏（弘前市長）、
  平田 衛（鰺ヶ沢町長）、平沢一臣（深浦町長）、
  桑田豊昭（西目屋村長）

【小笠原諸島】川上和人（鳥類学､ NHK 子ども科学電話相談）
【屋久島】中馬慎一郎（屋久島公認ガイド）
【奄美大島・徳之島】平城達哉（奄美博物館学芸員）
【沖縄】仲間由紀恵（俳優、沖縄県世界自然遺産大使）

知床、白神山地、小笠原諸島、屋久島、
奄美大島・徳之島・沖縄島北部及び西表島

大型映像とトーク
※各地域約 5 分の自然映像上映に続き、地域紹介トーク

日本の世界自然遺産
『千の自然・千の時間』に出会う❶

★映像提供　TBS「世界遺産」毎週日曜午後 6 時放送中

12:15
   ～
14:30

我が国の世界自然遺産地域は、1993 年から 2021 年の間に 5 地域が登録されました。
登録された 5 地域と周辺の 23 市町村、２公益財団法人は、それぞれの地域課題を抱
えつつ、自然保護のために独自の工夫を重ねてきました。

「世界自然遺産 5 地域会議」は、互いの連携によって、日本の自然遺産の価値と日本
型自然保護のシステムを国内外に発信すること、また、各地域の持続的発展を図るこ
とを目的に、2023 年 1 月、発足したものです。

世界自然遺産５地域会議とは

子ども作文コンクール
日本の世界自然遺産５地域 23 市町村に暮らす子ども
たちの作文コンクールで、５地域代表として選ばれた
優秀作品を発表します。各地域から招待した小・中学
生が登壇し、地元の自慢の景色、自然の中での遊び、
自然の中で感動したことなどについての作品朗読やイ
ンタビューを行います。

テーマ「世界自然遺産と私たち ― みつけた！ 自然のふしぎ・自然と暮らす楽しみ」

山極壽一 川上和人岡部 史

国際シンポジウム
世界各地で野生動物の生態研
究を行っている研究者、日本
各地の地域文化に詳しい人文
科学者などが集い、自然と人
との関わりについて議論。
地球環境危機の時代、文化と
科学が共鳴しあう新たな環境
倫理の下でのパラダイムシフト
に日本の世界自然遺産地域が
果たし得る役割を問います。

テーマ「世界自然遺産を引き継ぎ、活かす・共生と循環の理念」

白井京子

選考委員

司会進行
（芸能パフォーマンスほか）

Elephants and people:
Conflict and coexistence

Raman Sukumar
Indian Institute of Science, Bangalore

Conference of 5 Regions with World Natural Heritage Sites

Osaka, Japan, 05 June 2025

Courtesy: ZSI 小野寺 浩 西村 明

カレン・B・
ストライア

ラマン・
スクマール

展示コーナー
世界自然遺産５地域の概要紹介のほか、各地域の自
然や文化の多様な魅力を伝える写真と映像、実物を
展示しています。それぞれの地域が競って作りあげ
た展示空間、各地域の創意工夫をご堪能ください。

登壇者

かつて乱開発の危機にさらされた
知床国立公園内の開拓跡地を保全

し、原生の

森へと復元する取り組み。

この運動は全国から多くの賛同
を集め、土地の買取が完了。19

97 年からは

「100平方メートル運動の森・ト
ラスト」として発展を遂げてきた

。

現在も、全国から集まるボランテ
ィアや企業とともに、かつてこの

地に広がっ

ていた原生の森と生態系の再生を
目指す活動が続けられている。

This is an initiative to conserve previously settled areas within Shiretoko National Park that 

were once at risk of overdevelopment.

This grassroots initiative garnered support and donations from across the country, 

allowing the land to be purchased to preserve it. Since 1997, this effort has evolved into 

the "100-Square-Meter Movement Forest Trust."

Today, activities are ongoing with the aim of restoring the primeval forest and ecosystem 

that originally spread across this area, with the hands-on collaboration of volunteers and 

companies from across the country.

Shiretoko 100-Square-Meter Movement

しれとこ100平方メートル運動

ヒグマ

Symbolizing Shiretoko, this large mammal reaches 120 to 150 cm in length; females 

weigh 100 to 150 kg, with males weighing 120 to 400 kg.

Surveys in 2021 found the density of brown bears in Shiretoko to be one of the 

highest in the world, totalling 400 to 500 individuals.

With over 1,000 sightings in Shiretoko per year, efforts are being made in the region 

to find ways to coexist with brown bears, such as by surrounding towns with electric 

fences and holding "bear awareness lessons" in local schools.

Brown bear  (Ursus arctos lasiotus)

知床を代表する大型哺乳類。体
長は 120～150cm、体重はメス

で 100～

150kg、オスで 120～400kg に達
する。

2021年度に実施した調査では、
知床は世界有数のヒグマ高密度生

息地であ

り、約 400～500 頭が生息してい
ることが明らかになった。

知床半島での年間の目撃件数は
1,000 件を超えるため、市街地を

電気柵で

囲う対策や、地元の学校での「ク
マ授業」など、地域ではヒグマと

の共存

を目指した取り組みが進められて
いる。

流氷は、シベリアから吹く北西の
季節風によって、毎年 1 月から

2 月頃に

オホーツク海沿岸へ到達する。流
氷には、藻類の植物プランクトン

である

「アイスアルジー」が多く含ま
れており、春の融解とともに増

殖し、さま

ざまな海洋生物の栄養源となる。

知床の豊かな海の生態系は、この
流氷を起点として形成されている

。近年

は地球温暖化などの影響により、
流氷の減少が深刻な課題となって

いる。

流 氷

Drift ice on the Sea of   Okhotsk moves down to Hokkaido's northern coast each year 

between January and February. This sea ice contains large amounts of "ice algae," a 

type of phytoplankton, which proliferates as the drift ice melts in the spring, providing 

key nutrients for diverse marine life.

The richness of Shiretoko marine ecosystem results from this drift ice.  The reduction 

of drift ice In recent years, due to the effects of global warming and other factors, has 

become an issue of increasing concern.

Drift ice

全長約 85～94cm、翼開長 220～
250cm の大型のワシ類で、絶滅

危惧Ⅱ類

に分類される。白と黒の羽のコン
トラスト、鮮やかな黄色い嘴が特

徴。冬

の知床を象徴する存在であり、
この鳥を目当てに海外から多く

のバード

ウォッチャーが訪れる。

オオワシ

This large eagle is categorized as Vulnerable. It has a total length of about 85-94 cm 

and a wingspan of 220-250 cm. It is characterized by the contrast of black and white 

feathers and a bright yellow beak. It is a symbol of Shiretoko in winter, and many 

birdwatchers from overseas visit to see this bird.

Steller's sea eagle  (Haliaeetus pelagicus)

12 mm 

全長約69～92cm、翼開長200～
245cmの大型のワシ類で、絶滅危

惧Ⅱ類

に分類される。個体の多くはロシ
アから渡来し、北海道や東北地方

で越冬

するが、一部は北海道で繁殖して
いる。知床では、2004年から繁

殖状況の

調査を継続的に実施している。

オジロワシ

This large eagle is 69-92 cm long with a wingspan of 200-245 cm. It is classified as 

Critically Endangered. Most individuals migrate from Russia, wintering in Hokkaido 

and the Tohoku region. Some breed in Hokkaido. In Shiretoko, breeding condition 

surveys have been conducted since 2004.

White-tailed sea eagle  (Haliaeetus albicilla) 

知床半島の斜里側では、冷涼な気
候と広大な畑を活かした農業が盛

んと

なっている。

小麦、てん菜（ビート）、ジャガ
イモ、ニンジンなどの畑作が中

心で、

北海道を代表する作物が多く生産
されている。

農 業

Agriculture thrives on the Shari side of the Shiretoko Peninsula, taking advantage 

of a cool climate and vast plains.

The main field crops produced here -- comprising a selection of Hokkaido's 

signature crops -- include wheat, sugar beets, potatoes, and carrots.

Agriculture

知床半島周辺は豊かな海域であ
ることからサケ、マス、ホッケ

、

コンブ、ウニ、ホタテ、タコな
ど、多様な海産物が水揚げされ

、

地域の基幹産業となっている。

漁 業

The rich ecosystem of the sea surrounding the Shiretoko Peninsula 

provides a wide-ranging bounty of marine products -- including salmon, 

trout, Atka mackerel, kelp, sea urchins, scallops, and octopus; marine 

products thus support one of the key industries in the region.

Fisheries

日本の北海道に生息するニホンジ
カの一亜種。体長は110 ～190c

ｍ、体重

はメスで 80㎏、オスで 130kg
に達する。季節によって山地と海

岸を移動

する「季節移動型」の生活をして
おり、知床では年間を通じて見ら

れる。

近年は個体数の増加により、森林
の下層植生への影響や農業被害が

深刻化

しており、知床では個体数調整に
取り組んでいる。

エゾシカ

A subspecies of Japanese deer that lives in Hokkaido. Its body length is 110-190 cm; 

females can weigh up to 80 kg, while males can reach 130 kg. They seasonally 

migrate, moving between the mountains and the coast depending on the season, 

and can be seen in Shiretoko all year round.

In recent years, the increase in their population has caused serious impacts on forest 

understory vegetation and damage to agricultural crops, so efforts are being made in 

Shiretoko to control their population.

Yezo sika deer  (Cervus nippon yesoensis)

知床半島の限られた高山帯にのみ
分布するスミレの一種。風衝地や

岩場な

ど、厳しい環境に適応しており、
初夏に白く可憐な花を咲かせる。

その希

少性から、絶滅危惧 II 類に分類さ
れ、現在も保全の対象となってい

る。

シレトコスミレ

A species of violet found only in limited alpine areas of the Shiretoko Peninsula. It has 

adapted to harsh environments such as windswept areas and rocky areas, and 

produces pretty white flowers in early summer. Due to its rarity, it is classified as 

Endangered, and it is currently a focus of conservation efforts.

Shiretoko violet  (Viola kitamiana)

知床の広葉樹の樹洞に営巣す
る、日本最大級のフクロウ。全

長 66～

69cm、翼開長は180cmに達する
。

日本では北海道に生息し、絶滅危
惧 IA 類に指定されている希少種

。アイ

ヌの人々からは「コタン・コル・
カムイ（村を守る神）」と呼ばれ

、深く崇

拝されてきた。

シマフクロウ

This is one of the largest owls in Japan, nesting in the hollows of broadleaf trees in 

Shiretoko. It has a total length of 66-69 cm and a wingspan of 180 cm.

In Japan, it lives in Hokkaido, and is a rare species designated as Endangered in the 

Red Data Book. The Ainu people call it "Kotan Kor Kamuy (the Village-Protecting 

God)" and deeply revere it.

Blakiston's fish owl  (Bubo blakistoni)

マイルカ科最大種で、オスは体長
約８メートルに達する。海洋生態

系の頂

点に立つ捕食者であり、知床では
主に羅臼側の海域で目撃され、初

夏には

シャチやクジラ類を観察するクル
ーズの主要な観光資源となってい

る。

シャチ

The orca is the largest species of delphinidae, with males reaching a body length of 

about 8 meters. It is the apex predator in the marine ecosystem, and is mainly 

spotted in the waters off the Rausu side of the Shiretoko Peninsula. In early summer, 

it is a major tourist attraction for whale-watching cruises.

Orca (Killer whale)  (Orcinus orca)

流氷がもたらす豊かな生態系

世界自然遺 産 知床

構成団体：斜里町・羅臼町・（公財）知床財団・鰺ヶ
沢町・深浦町・西目屋村・弘前市・藤里町・八峰
町・能代市・小笠原村・屋久島町・（公財）屋久島
環境文化財団・奄美市・大和村・宇検村・瀬戸内
町・龍郷町・徳之島町・天城町・伊仙町・国頭村・
大宜味村・東村・竹富町

 A Thousand Natures, A Thousand Times
- Us and the 5 World Natural Heritage Regions- 
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大型映像とトーク
シャインハット内高さ10 メートルの大型スクリーンに、TBS「世界遺産」( 毎
週日曜午後６時放映中 ) の映像提供により、５地域の自然を紹介する４K
映像が地域ごとに映し出されます。映像上映ののち、各地域から推薦され
た有識者、著名人等が地域とのかかわりや地域の魅力などを紹介します。

EXPOホール 12:15 〜

芸能パフォーマンス
「５地域で生まれ育まれた、さまざまな芸能・文化の出合い」をテー
マに、各地域で歌い、踊られる芸能の数々が万博会場に届きます。
一緒に歌い、踊り、仲間とともにリズムを刻むひとときをどうぞ。

EXPOホール 14:45 〜

Between 1993 and 2021, five Japanese regions have been registered as World Heritage Sites. 
While facing their own local challenges, the five registered regions have developed their own 
unique initiatives for nature conservation.

“Conference of 5 Regions with World Natural Heritage Sites” consisting of 23 municipalities 
and two public interest foundations were launched in January 2023, with the aim of promoting 
the value of Japan’s natural heritage and the Japanese-style nature conservation system both 
domestically and internationally as well as promoting the sustainable development of each 
region, through collaboration between the member organizations.

The Conference of 5 Regions with World Natural Heritage Sites Member Organizations
Shiretoko : Shari Town, Rausu Town, Shiretoko Nature 
Foundation
Shirakami-Sanchi: Aj igasawa Town, Fukaura Town, 
Nishimeya Village, Hirosaki City, Fujisato Town, Happo 
Town, Noshiro City
Ogasawara Islands : Ogasawara Village
Yakushima: Yakushima Town, Yakushima Environmental 
and Cultural Foundation
Amami and Okinawa : Amami City, Yamato Village, Uken 
Village, Setouchi Town, Tatsugo Town, Tokunoshima 
Town, Amagi Town, Isen Town, Kunigami Village, Ogimi 
Village, Higashi Village, Taketomi 
Town会場 : EXPO ホール（シャインハット）

Venue: EXPO Hall (Shining Hat)
1970 大阪万博の「太陽の塔」を連想させる、会場全体のシンボル。
客席・舞台が一体となった円形劇場は、質感ある純白の布地で包
まれ、「いのち輝く未来」を象徴する祝祭空間をつくり出します。

EXPOホール 11:00 〜

EXPOホール 16:30 〜

多目的室 1・２

座長 山極壽一
総合司会 有働由美子


